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(百万円未満切捨て)
１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 88,664 7.5 2,268 △6.1 2,702 △2.8 1,702 △5.0

2022年３月期 82,468 △5.8 2,415 △17.9 2,779 △15.5 1,792 △20.4
(注) 包括利益 2023年３月期 2,179百万円( 27.2％) 2022年３月期 1,713百万円( △58.9％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年３月期 57.50 － 3.9 3.9 2.6

2022年３月期 58.93 － 4.2 3.9 2.9
(参考) 持分法投資損益 2023年３月期 －百万円 2022年３月期 －百万円
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 71,022 44,172 62.2 1,499.06

2022年３月期 68,428 42,879 62.7 1,447.62
(参考) 自己資本 2023年３月期 44,172百万円 2022年３月期 42,879百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年３月期 7,180 △543 △923 21,000

2022年３月期 △20 △2,339 △1,404 15,287
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 8.00 － 16.00 24.00 718 40.7 1.7

2023年３月期 － 10.50 － 14.50 25.00 738 43.5 1.7

2024年３月期(予想) － 13.00 － 13.00 26.00 42.6
　

(注)2022年３月期 期末配当金の内訳 普通配当8円00銭 特別配当8円00銭
　 2023年３月期 期末配当金の内訳 普通配当14円50銭

2024年３月期(予想) 期末配当金の内訳 普通配当13円00銭
　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 95,000 7.1 2,400 5.8 2,800 3.6 1,800 5.7 61.09

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期 30,580,000株 2022年３月期 30,580,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期 1,113,439株 2022年３月期 959,138株

③ 期中平均株式数 2023年３月期 29,610,735株 2022年３月期 30,412,369株
　　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 86,411 6.9 2,023 △12.4 2,455 △8.2 1,543 △10.6

2022年３月期 80,829 △4.8 2,310 △10.8 2,676 △8.8 1,726 △14.3
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期 52.11 －

2022年３月期 56.76 －
　　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期 68,941 42,537 61.7 1,443.59

2022年３月期 66,407 41,427 62.4 1,398.58

(参考) 自己資本 2023年３月期 42,537百万円 2022年３月期 41,427百万円
　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、【添付資料】４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ
い。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、物価上昇や金融資本市場の変動などが下振れリスクとなっているもの

の、設備投資や雇用情勢、個人消費には緩やかな持ち直しの傾向が見受けられます。

　建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移しているものの、幅広い資機材価格の高騰や品不足などの影

響、労働時間の上限規制への対応など、予断を許さない事業環境が続いております。

このような経済情勢の中で、当連結会計年度の業績は、以下のとおりとなりました。

連結売上高につきましては、前連結会計年度比7.5％増の886億64百万円となりました。

利益につきましては、営業利益は、前連結会計年度比6.1％減の22億68百万円、経常利益は同2.8％減の27億２

百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は同5.0％減の17億２百万円となりました。

セグメントの業績は以下のとおりです。

(建設事業)

完成工事高につきましては、前連結会計年度比6.4％増の850億86百万円となりました。利益につきましては、

完成工事利益率の低下等によりセグメント利益(営業利益)は同17.5％減の23億32百万円となりました。

なお、当社単体の建設受注高につきましては、前事業年度比14.2％増の929億17百万円となり、その内訳は建築

工事が同14.0％増の904億32百万円、土木工事が同22.4％増の24億84百万円となりました。

(不動産事業等)

不動産事業等売上高は、連結子会社における開発型不動産売上の増加により、前連結会計年度比44.9％増の35

億78百万円となりました。利益につきましては販売用不動産の売却等により、セグメント利益(営業利益)は同

38.8％増の７億66百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における資産合計は、受取手形・完成工事未収入金等が20億33百万円、有価証券が９億８百

万円、未成工事支出金が13億31百万円減少する一方、現金預金が65億13百万円増加したこと等により前連結会計

年度末に比べ3.8％増の710億22百万円となりました。

負債合計は、支払手形・工事未払金等が15億75百万円減少する一方、未成工事受入金が22億78百万円増加した

こと等により、前連結会計年度末に比べ5.1％増の268億50百万円となりました。

純資産合計は、利益剰余金が配当金の支払により７億84百万円減少する一方、親会社株主に帰属する当期純利

益の計上により17億２百万円増加したこと及びその他有価証券評価差額金が４億70百万円増加したこと等により、

前連結会計年度末に比べ3.0％増の441億72百万円となりました。

これにより当連結会計年度末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.5ポイント低下し62.2％となりまし

た。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の主な増減状況につきましては、営業活

動による資金の増加が71億80百万円(前連結会計年度は20百万円の減少)、投資活動による資金の減少が５億43百

万円(前連結会計年度は23億39百万円の減少)、財務活動による資金の減少が９億23百万円(前連結会計年度は14億

４百万円の減少)となり、これにより資金は前連結会計年度末に比べ57億13百万円増加(前連結会計年度は37億63

百万円の減少)し、210億円(前連結会計年度末は152億87百万円)となりました。

各活動における主な増減の内訳につきましては、次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金は、仕入債務が28億４百万円減少する一方、税金等調整前当期純利益25億65百万円を計

上、売上債権の減少、未成工事受入金の増加、未成工事支出金の減少、未払消費税等の増加により70億99百万

円増加し、営業活動による資金は71億80百万円の増加となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金は、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入により７億67百万円増加する

一方、有形固定資産の取得による支出により５億66百万円、有価証券及び投資有価証券の取得による支出によ

り８億77百万円減少したこと等により、５億43百万円の減少となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金は、配当金の支払、自己株式の取得による減少等により９億23百万円の減少となりまし

た。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期

自己資本比率(％) 54.2 57.0 57.1 62.7 62.2

時価ベースの自己資本比率(％) 30.6 29.6 30.7 28.6 28.0

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(％) ― ― ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) ― ― 212.6 ― 557.2

(注) 自己資本比率 ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。
※「株式時価総額」は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。
※「キャッシュ・フロー」は連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しておりま
す。
「有利子負債」は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま
す。
また「利払い」については、連結キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用しております。

※2019年３月期、2020年３月期、2022年３月期におきましては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、「イン
タレスト・カバレッジ・レシオ」については記載しておりません。
2019年３月期より2023年３月期におきましては、期末日における有利子負債が無いため「キャッシュ・フロー対有
利子負債比率」については記載しておりません。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の感染法上の分類が５類へ移行することに伴い、ウ

ィズコロナの下で、各種政策の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待されます。

建設業界におきましては、地域の再開発の増加などを背景に、国内の建設投資の増加が見込めるものの、技能労

働者の減少、資機材高騰などの建設コストの上昇や受注競争の激化などの課題も多くあり、厳しい事業環境が続

くことが予想されます。

このような状況を踏まえ、2024年３月期通期の連結業績予想は、売上高950億円、営業利益24億円、経常利益28

億円、親会社株主に帰属する当期純利益18億円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、今後の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保を確保しつつ、当面の間、株主還元強化とし

て、配当性向40％を目安とする安定的な配当を継続していくことを方針としております。

上記の基本方針と当期の業績を勘案し、当期における配当金は中間配当金10円50銭、期末配当金14円50銭（普

通配当14円50銭）、年間で25円といたしました。

次期の配当は、１株につき中間配当金13円、期末配当金13円（普通配当13円）の年間配当金26円を実施するこ

とを予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

なお、IFRS(国際財務報告基準)の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針

であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 13,285 19,798

電子記録債権 662 70

受取手形・完成工事未収入金等 20,148 18,115

有価証券 2,612 1,703

未成工事支出金 1,871 540

販売用不動産 0 0

仕掛販売用不動産 1,434 615

その他の棚卸資産 238 225

その他 359 766

流動資産合計 40,612 41,835

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 12,345 12,407

機械、運搬具及び工具器具備品 963 1,026

土地 10,139 10,135

リース資産 391 391

建設仮勘定 0 315

減価償却累計額 △7,414 △7,746

有形固定資産合計 16,425 16,530

無形固定資産 192 153

投資その他の資産

投資有価証券 9,352 10,036

破産更生債権等 270 251

退職給付に係る資産 1,206 1,475

その他 763 1,222

貸倒引当金 △395 △482

投資その他の資産合計 11,197 12,502

固定資産合計 27,815 29,186

資産合計 68,428 71,022
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 10,325 8,750

電子記録債務 4,621 3,351

未払法人税等 229 537

未成工事受入金 5,904 8,183

完成工事補償引当金 286 279

工事損失引当金 153 197

賞与引当金 625 749

その他 583 1,542

流動負債合計 22,730 23,592

固定負債

繰延税金負債 350 545

退職給付に係る負債 1,724 1,992

その他 742 719

固定負債合計 2,817 3,257

負債合計 25,548 26,850

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 333 333

利益剰余金 36,166 37,084

自己株式 △692 △794

株主資本合計 39,807 40,623

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,291 3,762

退職給付に係る調整累計額 △219 △213

その他の包括利益累計額合計 3,072 3,548

純資産合計 42,879 44,172

負債純資産合計 68,428 71,022
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高

完成工事高 79,999 85,086

不動産事業等売上高 2,469 3,578

売上高合計 82,468 88,664

売上原価

完成工事原価 74,125 79,455

不動産事業等売上原価 1,746 2,620

売上原価合計 75,872 82,075

売上総利益

完成工事総利益 5,873 5,631

不動産事業等総利益 722 957

売上総利益合計 6,595 6,588

販売費及び一般管理費 4,180 4,320

営業利益 2,415 2,268

営業外収益

受取利息 14 9

受取配当金 284 322

労災保険還付金 57 54

その他 39 84

営業外収益合計 396 471

営業外費用

支払利息 12 12

支払手数料 18 16

その他 1 7

営業外費用合計 32 37

経常利益 2,779 2,702

特別利益

投資有価証券売却益 130 295

特別利益合計 130 295

特別損失

減損損失 146 -

固定資産除却損 16 38

投資有価証券売却損 - 299

投資有価証券評価損 - 94

特別損失合計 162 432

税金等調整前当期純利益 2,746 2,565

法人税、住民税及び事業税 736 877

法人税等調整額 218 △14

法人税等合計 954 862

当期純利益 1,792 1,702

親会社株主に帰属する当期純利益 1,792 1,702
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 1,792 1,702

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △230 470

退職給付に係る調整額 152 5

その他の包括利益合計 △78 476

包括利益 1,713 2,179

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,713 2,179
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,000 333 35,070 △26 39,376

会計方針の変更によ

る累積的影響額
6 6

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,000 333 35,076 △26 39,383

当期変動額

剰余金の配当 △701 △701

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,792 1,792

自己株式の取得 △666 △666

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

-

当期変動額合計 - - 1,090 △666 424

当期末残高 4,000 333 36,166 △692 39,807

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る調整

累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,522 △371 3,150 42,527

会計方針の変更によ

る累積的影響額
6

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,522 △371 3,150 42,534

当期変動額

剰余金の配当 △701

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,792

自己株式の取得 △666

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△230 152 △78 △78

当期変動額合計 △230 152 △78 345

当期末残高 3,291 △219 3,072 42,879
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,000 333 36,166 △692 39,807

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
4,000 333 36,166 △692 39,807

当期変動額

剰余金の配当 △784 △784

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,702 1,702

自己株式の取得 △101 △101

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 917 △101 816

当期末残高 4,000 333 37,084 △794 40,623

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る調整

累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,291 △219 3,072 42,879

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
3,291 △219 3,072 42,879

当期変動額

剰余金の配当 △784

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,702

自己株式の取得 △101

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

470 5 476 476

当期変動額合計 470 5 476 1,292

当期末残高 3,762 △213 3,548 44,172
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,746 2,565

減価償却費 589 502

減損損失 146 -

固定資産除却損 16 38

貸倒引当金の増減額（△は減少） △304 86

受取利息及び受取配当金 △299 △331

支払利息 12 12

売上債権の増減額（△は増加） 4,309 2,645

棚卸資産の増減額（△は増加） △537 831

仕入債務の増減額（△は減少） △1,221 △2,804

未成工事受入金の増減額（△は減少） △2,385 2,278

未成工事支出金の増減額（△は増加） 473 1,331

賞与引当金の増減額（△は減少） △36 124

退職給付に係る資産負債の増減額 △2,045 7

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 6 △6

工事損失引当金の増減額（△は減少） 75 43

投資有価証券売却損益（△は益） △130 3

投資有価証券評価損益（△は益） - 94

未払消費税等の増減額（△は減少） △434 844

その他 △85 △821

小計 896 7,447

利息及び配当金の受取額 253 282

利息の支払額 △12 △12

法人税等の支払額 △1,159 △537

法人税等の還付額 1 1

営業活動によるキャッシュ・フロー △20 7,180
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,640 △566

有形固定資産の売却による収入 - 3

貸付けによる支出 △161 △100

貸付金の回収による収入 211 267

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △0 △877

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

266 767

無形固定資産の取得による支出 △62 △26

定期預金の預入による支出 △12 △12

定期預金の払戻による収入 60 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,339 △543

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △701 △784

自己株式の純増減額（△は増加） △666 △101

その他 △36 △36

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,404 △923

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,763 5,713

現金及び現金同等物の期首残高 19,051 15,287

現金及び現金同等物の期末残高 15,287 21,000
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価 算定

会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしま

した。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは「建設事業」「不動産事業等」を主要事業としており、この２つを報告セグメントとしておりま

す。

「建設事業」は建築・土木その他建設工事全般に関する事業であり、「不動産事業等」は不動産の売買・賃貸その

他不動産全般に関する事業及び建設工事全般の設計・監理に関する事業等であります。

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

(注１)

連結財務諸表

計上額

(注２)建設事業 不動産事業等

売上高

一定の期間にわたり
移転される財

77,889 70 77,960 － 77,960

一時点で移転される財 2,109 1,287 3,397 － 3,397

顧客との契約から
生じる収益

79,999 1,358 81,357 － 81,357

その他の収益 － 1,110 1,110 － 1,110

外部顧客への売上高 79,999 2,469 82,468 － 82,468

セグメント間の内部
売上高又は振替高

457 7 465 △465 －

計 80,457 2,477 82,934 △465 82,468

セグメント利益 2,827 552 3,379 △963 2,415

セグメント資産 26,920 15,480 42,401 26,026 68,428

その他の項目

減価償却費 243 322 565 23 589

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

505 2,065 2,570 106 2,676

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△963百万円には、セグメント間取引消去29百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△993百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額26,026百万円には、セグメント間取引消去154百万円、各報告セグメントに配分

していない全社資産25,872百万円が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額106百万円は、各報告セグメントに帰属しない設備等の

投資額であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

(注１)

連結財務諸表

計上額

(注２)建設事業 不動産事業等

売上高

一定の期間にわたり
移転される財

83,073 104 83,177 － 83,177

一時点で移転される財 2,012 2,340 4,353 － 4,353

顧客との契約から
生じる収益

85,086 2,445 87,531 － 87,531

その他の収益 － 1,133 1,133 － 1,133

外部顧客への売上高 85,086 3,578 88,664 － 88,664

セグメント間の内部
売上高又は振替高

956 12 968 △968 －

計 86,042 3,590 89,632 △968 88,664

セグメント利益 2,332 766 3,099 △830 2,268

セグメント資産 23,685 14,204 37,889 33,132 71,022

その他の項目

減価償却費 207 275 483 19 502

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

587 3 591 6 597

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△830百万円には、セグメント間取引消去30百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△860百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額33,132百万円には、セグメント間取引消去1,155百万円、各報告セグメントに配

分していない全社資産31,977百万円が含まれております。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額6百万円は、各報告セグメントに帰属しない設備等の投

資額であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 1,447.62円 1,499.06円

１株当たり当期純利益 58.93円 57.50円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 1,792 1,702

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 1,792 1,702

普通株式の期中平均株式数 (株) 30,412,369 29,610,735

　

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

純資産の部の合計額 (百万円) 42,879 44,172

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円) － －

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円) 42,879 44,172

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数

(株) 29,620,862 29,466,561

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）受注高、売上高及び次期繰越高の状況（個別）

① 受注高

前事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

比較増減

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 増減率(％)

建
設
事
業

建築 79,328 95.8 90,432 95.8 11,104 14.0

土木 2,030 2.4 2,484 2.6 454 22.4

計 81,358 98.2 92,917 98.4 11,558 14.2

不動産事業等 1,469 1.8 1,545 1.6 76 5.2

合計 82,827 100 94,463 100 11,635 14.0

　

② 売上高

前事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

比較増減

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 増減率(％)

建
設
事
業

建築 77,012 95.3 82,583 95.6 5,570 7.2

土木 2,341 2.9 2,239 2.6 △102 △4.4

計 79,353 98.2 84,822 98.2 5,468 6.9

不動産事業等 1,476 1.8 1,589 1.8 113 7.7

合計 80,829 100 86,411 100 5,582 6.9

　

③ 次期繰越高

前事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当事業年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

比較増減

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 増減率(％)

建
設
事
業

建築 86,367 97.5 94,217 97.5 7,849 9.1

土木 1,676 1.9 1,922 2.0 245 14.7

計 88,044 99.4 96,139 99.5 8,095 9.2

不動産事業等 566 0.6 522 0.5 △43 △7.8

合計 88,611 100 96,662 100 8,051 9.1

　

（２）役員の異動

① 代表者の異動

該当事項はありません。

　

② その他の役員の異動

該当事項はありません。

以 上

　


